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研究成果の概要： 

 

実験的アレルギー性結膜疾患発症における抗原提示細胞の役割を解析した．結膜に存在する抗

原提示細胞の表面に発現している共刺激分子が結膜炎誘導能を持つＴ細胞を活性化し，結膜炎

発症に関与している可能性が示唆された．抗原提示細胞としての機能を持つマクロファージに

は F4/80 やＣＤ11b が発現している．これらの分子はマクロファージのみならず好酸球にも発

現しており，結膜好酸球浸潤に重要な働きを持つことが判った． 
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１． 研究開始当初の背景 

 

動物モデルを用いたアレルギー性結膜疾
患発症メカニズムの解析は国内外を問わず
我々のグループが最先端であり，多くの知見
を蓄積してきた．しかし，結膜に侵入してき
た抗原がどのようにＣＤ４陽性Ｔ細胞に情
報を伝え，その結果，結膜好酸球浸潤が誘導
されるかは未だ不明のままである． 

 

  

２．研究の目的 

 

本研究では結膜に存在する樹状細胞などの
抗原提示細胞がどのように抗原を提示し，Ｃ
Ｄ４陽性Ｔ細胞の活性化を導き，結膜好酸球
浸潤誘導に関与するか検討することを目的
とした．  

 

 

３．研究の方法 

 

（1）アレルギー性結膜疾患誘導方法：ブタ
クサ（short ragweed pollen: RW）を抗原と
し，水酸化アルミニュウムゲルとエマルジョ
ンを作成し，皮下注射することにより全身感
作を行う．全身感作１０日後にRWを点眼し，
結膜炎を誘導し，点眼２４時間後，結膜を採
取する． 

 

（2）抗原提示能細胞の検出と抗原提示能の
比較：抗原提示細胞のマーカーを指標に結膜
における抗原提示細胞を検出する．続いて，
これらの細胞の数と分布について系統間の
差を検討する．また培養細胞を用いた結膜抗
原提示能の系を用いることができれば，系統
間の差の有無を検討する． 

 

（3）免疫組織化学法：無処置のマウスある
いは結膜炎を誘導したマウスより結膜を採
取し凍結切片を作成し，マクロファージある
いは樹状細胞のマーカーに対する抗体を用
い免疫染色を行い，結膜にどのような抗原提
示細胞が存在するのか確認する． 

 

 

４．研究成果 
 
本研究では結膜における抗原提示細胞の

同定を試みた．結膜を採取し凍結切片を作成
し免疫染色を行った．まず，Ｆ４／８０陽性
細胞，ＣＤ１１ｂ陽性細胞の存在を確認した． 
 

結膜炎の誘導により抗原提示細胞が増加
することも分かった．抗原提示細胞が抗原を
提示しＴ細胞を活性化する際には共刺激分
子も関与する．さらに，我々の一連の研究結
果からＴ細胞活性化に関与する共刺激分子
に強制刺激を加える，あるいはそのリガンド
との結合を阻害することにより，結膜炎症の
程度に変化がみられることが明らかとなっ
た．たとえば，４-1ＢＢに強制刺激を加える
と結膜炎症が有意に抑制されるが，ＯＸ-４
０に強制刺激を加えると逆に結膜炎症が有
意に悪化する．しかし，その報告では共刺激
分子に対する抗体を全身投与し，その効果を
みたものであり，結膜局所での抗原提示細胞
／Ｔ細胞の反応をみたものではなかった．そ
こで，結膜における共刺激の発現を免疫染色
法で確認した． 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その結果，４－１ＢＢリガンド，ＯＸ４０

リガンド，ＰＤ－１リガンド，Ｂ７ＲＰ－1，
Ｂ７－Ｈ３，ＣＤ８０，ＣＤ８６，ガレクチ
ン９のいずれの分子もナイーブな状態でも
発現していることが分かった．結膜炎を誘導
することによりこれらのいずれの分子の発
現も増強していた．これらの結果から，結膜
に存在する抗原提示細胞の表面に発現して
いる共刺激分子が結膜炎誘導能を持つＴ細
胞を活性化し，結膜炎発症に関与している可
能性が示唆された． 
 
２００８年度はアレルギー性結膜炎発症

における抗原提示細胞の役割を検討するこ
とを目的とした．具体的にはマクロファージ
がアレルギー性結膜炎にどのように関与し
ているかを検討した．まず，マクロファージ
のマーカーとして汎用されているＣＤ１１
ｂとＦ４／８０を発現する細胞が，実験的ア
レルギー性結膜炎の誘導により結膜に浸潤
することを確認した． 
 



アレルギー性結膜炎を誘導する際にＣＤ
１１ｂならびにＦ４／８０に対する抗体を
全身に投与した．ブタクサを能動免疫してか
らこれらの抗体を腹腔内にブタクサ点眼ま
で（感作相），あるいはブタクサ点眼直前（惹
起相）に投与した．その結果，誘導相にこれ
らの抗体を投与してもアレルギー性結膜炎
の指標である結膜好酸球浸潤に影響はみら
れないが，惹起相に投与した場合，結膜好酸
球浸潤が抑制されることが分かった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この結果は，マクロファージの表面マーカ

ーとして汎用されているＣＤ１１ｂとＦ４
／８０が好酸球に発現している可能性を示
唆するものである．そこで，ＩＬ－５の遺伝
子を導入したマウスより回収した脾臓好酸
球をフローサイトメトリー法で調べたとこ
ろ，ＣＤ１１ｂとＦ４／８０の強い発現を認
めた．さらに，エオタキシンの結膜下注射に
より誘導される結膜好酸球浸潤においても，
これらの抗体を腹腔内投与すると好酸球浸
潤が抑制された．以上の結果からマクロファ
ージの表面マーカーとして汎用されている
ＣＤ１１ｂやＦ４／８０は好酸球の表面マ
ーカーでもあり，好酸球が炎症局所に浸潤す
る際にこれらの分子が関与することが明ら
かとなった． 
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